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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

■環境…省エネルギー製品や節電・節水などを促進致します 

■社会…未来の世代が安心して働ける職場環境を整備致します 

■経済…ICT技術を積極的に活用し、高品質なサービスを提供致します 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

☐経済 

・電気使用量の削減 

・紙使用量の削減 

・リサイクルの促進(紙類)とごみの削減 

・前年比 95% 

・前年比 95% 

・前年比 95% 

・前年比 106.1% 

・前年比 116.0% 

・前年比 108.0% 

☐環境 

社会 

☐経済 

・寄付・ボランティア清掃への参加(地域貢献) 

・働き方改革を進めると共に障害者雇用を促進 

・BCPを策定、運用し安心して働ける職場作り 

・年 6回(参加人員 210人) 

・時間外労働 1割削減 

・年 1回の講習会 

・年 6回参加 201人 

・昨年比 26.7%減 

・安全大会で実施(6/7) 

☐環境 

☐社会 

経済 

・新技術、新工法など持続可能なインフラの提案 

・ICT技術を活用した高品質なサービスの提供 

・業務遂行 2件 

・業務遂行 2件 

業務遂行 2件 

業務遂行 4件 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

環境分野については、猛暑の影響が大きく消費量が増大した。紙類は納品物件が多く昨年を上

回った。ごみ削減は紙類は微減であったが PC廃棄が多く発生し増加と言う結果になった。ボラン

ティア参加者は少し目標値に達しなかったが、残業削減や BCP活動、AIを活用した高品質なサ

ービスの提供については、及第点であったと評価しています。長年の課題であるペーパーレス

化、ICT面ではAIを更に活用し生産性をあげ高品質な成果品を提供できるよう対策を講じる計画

です。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

☐経済 

・電気使用量の削減 

・紙使用量の削減 

・リサイクルの促進(紙類)とごみの削減 

・前年比 95% 

・前年比 95% 

・前年比 95% 

☐環境 

社会 

☐経済 

・寄付・ボランティア清掃への参加(地域貢献) 

・働き方改革を進めると共に障害者雇用を促進 

・BCPを策定、運用し安心して働ける職場作り 

・年 6回 200人 

・時間外労働前年比 5%減 

・年 1回講習会実施 

☐環境 

☐社会 

経済 

新技術、新工法など持続可能なインフラの提案 

・ICT技術を活用した高品質なサービスの提供 

・業務遂行 2件 

・業務遂行 2件 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


